
 

 

ポリバレント 

サッカーに興味の無い友人からは、ただうるさいだけ

のお祭りと言われてしまいますが、ロシアでワールドカ

ップが開催されています。カウンセリングにいらした

方々からも、たびたび話題にあがります。同じ試合でも

賛否両論、いろいろな人の考え方、価値観、感じ方など

がそれぞれあって面白くお聴きしています。 

 日本の代表チームが、世間の予想、予測を好い意味で

裏切りずいぶんと躍進してくれていることは、無関心な

友人にとっても悪くは無いニュースのようです。 

 今年、心理職が「初めて国家資格化する」というお話

を前回いたしました。これからカウンセラーなどの『こ

ころを扱う仕事』は、立場や在り方が大きく変わろうと

しているのですが、サッカー日本代表の変化をみながら、

実は、ある共通点を感じていました。 

 最初に意識したのは、ハリル前監督がいきなり解任さ

れ、マスコミが賑やかになったときです。組織が何かの

決断をする時、誰が良くて、誰が悪いかなどということ

は、立場次第で見え方が違うものですが、この騒動では、

解任された監督が被害者で、サッカー協会の責任者や造

反した選手が悪いというような意見がよく聞こえてきた

ように思います。 

 そこから代表チームの注目のされ方が、誰が選ばれて、

誰が落とされて、どんな企みがあって、権力やしがらみ

など、さまざまな憶測が立てられるという、例年とはま

た違う趣きがあったのではないでしょうか。結果的に応

援されるより、冷ややかな目を向けられる対象になって

しまっていたように思えたのは、私の職業病的考えすぎ

かも知れません。 

 私は仕事の特性上（ということにしてください）、何か

が『問題』として扱われると、そこには「まだ見えてい

ないことがあるのではないか」と探ろうとしてしまう癖

があります。対立する意見があれば、『それぞれの言い分

を聴かずにはいられない病』に罹っていますし、誰かが

叩かれている構図を見ると『関係ないくせに気にしてし

まう教』の熱心な信者になってしまいます。そのような

詮索をしていると、私はとある言葉がとっても気になっ

てしまいました。 

【ポリバレント】という単語です。 

サッカー通の人々の解説によると・・・「色んなポジシ

ョンがこなせるってこと」や「ユーティリティプレイヤ

ーのこと」などのコメントがありましたが、どうも私に

はしっくりと来ず、「何故わざわざ言い換えるの？」とい

う疑問には誰も答えてくれませんでした。 しつこく調

べてみると、元日本代表監督だったオシム氏が使われて

いた言葉で、サッカー業界の専門用語というよりは、彼

らしい例え、表現として使われた言葉のようでした。 

ポリバレントは直訳すると【多価】です。化学の用語

で、原子が他の原子いくつと結合できるかという尺度(原

子価)が多いということを表しています。 

 私にはフィールドを駆け回る選手の姿が脳裏に浮かび

ます。ある選手とある選手が結びつけばコーナーキック

を絶妙なタイミングで相手の頭に合わせるプレイとなり、

また別の選手と結びつけば、静かにディフェンダーの死

角に潜り込み、相手のこぼれ球をゴールに叩き込むプレ

イとなります。 

 また同時に何人もの選手が結びつき、敵の攻撃を無効

化するラインを作り出します。 

 酸素が水素と結びつけば水になり、炭素と結びついて

二酸化炭素にもなれるように、個人の能力はどのように

使うかだけでなく、どの能力の個人と組合わさるかで、

さらに新たな可能性を見せてくれます。 



 

 

 なるほど。攻めとか、守りとか、ポジションという概

念すらも邪魔になるくらいシンプルに、自分にできるこ

とと相手ができることをいかに融合できるかという視点

が、今のサッカー日本代表を新しいステージに立たせる

のかも知れないと思わせてくれました。 

 経済的事情から学者の道を途中で諦めて、サッカー選

手になったというオシム氏らしい知的な哲学をポリバレ

ントという言葉に感じてしまいます。 現監督の西野氏

により選ばれた『ポリバレントな選手』たちの活躍を見

ていると、更に面白いことに気がつきます。 

 ハリル前監督が、とても厳しく日本選手にあることを

求めていました。わかりやすく言うと「パスを回しあっ

てボール保持率を上げるよりも、敵と一対一になる場面

で兎に角競り勝て」ということを強く指示していました。 

 保持率を【ポゼッション】と言い、一対一を【デュエ

ル】と言って、サッカーの試合では数値化されて表され

るのですが、勝てるはずがないと言われたセネガル戦で

は日本の方が数値的に上回っていたのです。 

 日本がオシム氏に教わったこと、ハリル氏に受けた厳

しい指導、もちろん、その他にも世界のトップクラスの

専門家たちからの長きに渡るご意見やご助言のお陰とは

思いますが、遅れていると言われ続けた日本のサッカー

文化が独自の花を咲かせ始めているようです。 

 カウンセリングという文化も海外から輸入され、もう、

50 年以上が経ちます。国家資格もなく、公的な制度も整

わず、先進国の中では遅れていると言われ続けてきまし

た。 確かに、海外の実績や理論、制度などの在り方に

倣うことも重要です。すでにグローバル化した社会は、

ガラパゴス化する文化には手厳しく批判の目を向けます

からね。 

しかし、日本人が抱える問題や悩みに対し、本当の意

味での解決や克服を考えるとき、借り物の戦略ではなく、

日本人自身が自分たちの『良さ』の中から編み出してい

くようなやり方が、これからは必要なのではないかと私

は考えるのですが、あなたがどう思われるかがとても気

になります。 

 現在ではカウンセラーというと、病院での心理療法や、

学校でのスクールカウンセラーを思い浮かべる人が一般

的かと思います。うつなどの、メンタルヘルス対策とし

て、企業もカウンセラーとの連携を図ったり、最近特に、

世間を悲しませるニュースとして取りざたされる虐待へ

の対応や、恵まれない環境で育ち、犯罪を犯してしまう

少年少女へのケアの場面でもカウンセリングの需要が高

まっていることも想像に難くないかと思います。 

 カウンセラーこそ、ポリバレントであることが求めら

れているのだと思い、気持ちが引き締まる思いです。 

しかし、だからこそ、堅くならず、ムキにならず、力を

抜いて楽しむように尽くすことを忘れてはならないと思

います。今年のサッカー日本代表の姿勢から、そんなこ

とを学びましたのでここに報告いたします。 

蛇足です。 

超高齢社会の日本にとって、全盛期を過ぎたと言われる

ベテランたちが大活躍しているサッカー日本代表の姿は、

何か大切な気づきを与えてくれるように思いませんか？ 
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